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村
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
村
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
平
成
27
年
の
新
春

を
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
未
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
群
れ
な
す
羊
は
家
族
の

安
泰
を
意
味
す
る
こ
と
か
ら
、
ご
家
族
が
平
和
で
、
事
故
・

災
害
等
の
無
い
健
康
で
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
奄
美
群
島
で
は
、
昨
年
か
ら
奄
美
群
島
振
興
開

発
事
業
の
新
た
な
交
付
金
制
度
に
よ
り
、
農
林
水
産
物
の

輸
送
コ
ス
ト
支
援
事
業
や
、
航
路
航
空
路
運
賃
軽
減
事
業

が
始
ま
り
、
群
島
民
の
航
空
運
賃
や
航
路
運
賃
が
軽
減
さ

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
７
月
か
ら
は
同

じ
く
奄
振
の
交
付
金
に
よ
り
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
バ
ニ
ラ
エ
ア
が

奄
美
・
成
田
間
に
参
入
し
、
周
年
就
航
す
る
な
ど
、
奄
振

が
群
島
民
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
年
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
世
界
自
然
遺
産

登
録
を
目
指
し
て
い
る
、
奄
美
群
島
に
と
っ
て
も
追
い
風

と
な
る
大
変
画
期
的
な
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
大
和
村
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

村
民
の
福
祉
の
向
上
と
、
大
和
村
の
更
な
る
発
展
の
た
め

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
ご
指
導
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
年
頭
に
当
た
り
、
村
政
の
主
な
基
本
方
針
に

つ
い
て
申
し
あ
げ
ま
す
。

　　

ま
ず
１
点
目
は
、「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
で
あ
り
ま
す
。

　

村
興
し
の
原
点
は
村
民
で
あ
り
ま
す
。
事
業
の
効
果
や

必
要
性
な
ど
十
分
な
検
討
を
行
い
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
目
指
し
、
適
正
な
予
算
執
行
で
健
全
財
政
の
確

立
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　　

２
点
目
は
、「
観
光
振
興
及
び
農
林
水
産
業
の
振
興
に
よ

る
特
産
品
の
開
発
及
び
販
路
の
拡
大
」
で
あ
り
ま
す
。

　

世
界
自
然
遺
産
登
録
後
の
交
流
人
口
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
本
村
の
立
地
条
件
を
活
か
し
観
光
振
興
に
向
け

た
取
り
組
み
の
施
策
も
進
め
な
が
ら
、
本
村
の
活
性
化
に

は
、
や
は
り
第
１
次
産
業
の
振
興
が
第
一
と
の
考
え
か
ら
、

こ
れ
か
ら
も
村
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と
し
て
村
外
へ

の
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
進
め
、
販
路
の
拡
大

を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
大
和

ま
ほ
ろ
ば
館
や
毛
陣
地
区
の
実
証
農
園
を
農
業
振
興
だ
け

で
な
く
、
観
光
振
興
に
も
活
か
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
農
作
物
の
名
瀬
中
央
青
果
市
場
へ
の
集
荷
・

出
荷
体
制
を
今
年
度
も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
の
で
、
生

産
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　
３
点
目
は
、「
定
住
促
進
対
策
に
よ
る
村
の
活
性
化
」
で

あ
り
ま
す
。

　

本
村
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛

け
る
た
め
、
従
来
の
定
住
促
進
施
策
の
充
実
強
化
や
、
計

画
的
な
住
宅
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、「
子
育
て
支
援
及
び
教
育
環
境
の
充
実
」、「
道

路
交
通
網
・
情
報
通
信
網
、
生
活
環
境
の
整
備
促
進
」、「
防

災
力
の
強
化
・
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
よ
る
安
全
・
安
心

な
村
づ
く
り
」
の
合
計
６
つ
の
基
本
方
針
を
推
進
し
、
村

民
と
共
に
明
る
く
心
豊
か
な
「
ま
ほ
ろ
ば
大
和
」
の
創
造

に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

村
民
悲
願
の
国
直
・
根
瀬
部
間
の
ト
ン
ネ
ル
が
着
工
し

た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
県
と
連
携
し
早
期
完
成
へ
取
り
組

む
他
、
東
部
・
中
部
地
区
の
生
活
環
境
の
整
備
促
進
、
防

災
の
拠
点
施
設
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
る
、
防
災
セ
ン

タ
ー
完
成
へ
の
取
り
組
み
、
国
民
文
化
祭
大
和
村
主
催
事

業
へ
の
取
り
組
み
、
福
祉
行
政
や
教
育
行
政
の
更
な
る
充

実
等
に
努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

先
人
が
築
き
上
げ
た
功
績
を
守
り
な
が
ら
、「
豊
か
な
自

然
や
伝
統
文
化
」
を
継
承
し
、
後
世
に
残
し
て
い
く
た
め

の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
な
が
ら
、
大
和
村
の
基
本
理
念

で
あ
る
「
自
然
と
共
生
し
、
生
き
生
き
、
安
全
・
安
心
な

住
み
よ
い
村
づ
く
り
」
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
等
に
全
職
員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く

し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

新
春
に
あ
た
り
、
村
民
の
皆
様
方
の
限
り
な
い
ご
多
幸

と
、
益
々
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。　

平
成
二
十
七
年

　　 
村
長
新
年
挨
拶

自
然
と
共
生
し
、

　

安
心
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て

謹賀新年
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式
典
中
は
緊
張
か
ら
か
顔
を
こ
わ
ば
ら
せ
て

い
た
新
成
人
た
ち
も
終
了
後
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
様
子
で
友
人
や
家
族
と
記
念
撮
影
。

　

若
者
た
ち
の
笑
顔
で
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲

気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
な
お
、
出
席
者
名
は
次

の
と
お
り
で
す
（
前
中
後
列
・
右
か
ら
）。

大
和
校
区
（
対
象
21
名
）

中
列
③
　
愛
川
　
怜

後
列
③
　
大
山
　
聖
雅

中
列
⑤
　
才
原
　
明
日
華

後
列
⑤
　
中
　
撤
平

後
列
⑥
　
福
山
　
一
成

前
列
⑦
　
滿
　
直
人

中
列
⑦
　
盛
山
　
稚
葉

前
列
⑥
　
前
里
　
直
樹

後
列
④
　
郁
島
　
寛
海

後
列
①
　
福
島
　
秀
太

後
列
⑦
　
玉
井
　
健
斗

前
列
②
　
吉
原
　
佳
奈

後
列
②
　
重
信
　
晃

中
列
④
　
長
増
　
野
枝

中
列
⑤
　
元
山
　
ま
ど
か

中
列
②
　
脇
田
　
美
樹

大
棚
校
区
（
対
象
８
名
）

中
列
⑨
　
岩
泉
　
大
豪

後
列
⑨
　
喜
島
　
力
也

中
列
⑧
　
三
島
　
卓
真

名
音
校
区
（
対
象
７
名
）

中
列
①
　
勇
　
ま
ど
か

後
列
⑧
　
勝
山
　
瑚
太

前
列
①
　
重
田
み
す
ず

今
里
校
区
（
対
象
３
名
）

出
席
者
な
し

　

二
十
歳
の
記
念
日
・
成
人
式
が
1
月
4
日
、

大
和
村
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
艶
や
か

な
着
物
や
背
広
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
を
保
護

者
や
関
係
各
位
、
地
域
住
民
が
祝
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
新
成
人
39
名
の
う
ち
22
名
が
参
加
。

藤
井
俊
郎
大
和
村
教
育
長
は
「
奄
美
で
生
ま
れ

奄
美
で
育
っ
た
こ
と
を
誇
り
と
し
、
自
分
自
身

に
負
け
な
い
ス
ッ
ト
ゴ
レ
魂
で
希
望
の
道
を
歩

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
新
成
人
を
激
励
。
続
い
て
、

伊
集
院
幼
大
和
村
長
、
民
文
忠
大
和
村
議
会
副

議
長
、
川
下
光
大
和
村
連
合
青
年
団
長
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
里
集
落
民
で
結
成

し
た
「
今
里
立
神
バ
ン
ド
」
が
郷
土
愛
を
テ
ー

マ
と
し
た
激
励
歌
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

成
人
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
「
技
術
を
身
に
つ
け

て
、
い
ず
れ
島
に
帰
っ
て
き
ま
す
」、「
奄
美
一

の
漁
師
に
な
っ
て
、
大
和
村
を
盛
り
上
げ
ま

す
」、「
青
年
団
と
し
て
行
事
に
参
加
し
ふ
る
さ

と
に
貢
献
し
た
い
」
な
ど
、
成
人
と
し
て
の
決

意
を
表
明
。
最
後
に
新
成
人
代
表
と
し
て
大
和

校
区
の
郁
島
寛
海
さ
ん
が
「
私
た
ち
は
多
く
の

方
々
に
支
え
ら
れ
、
今
日
の
成
人
式
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
人
と
し
て
の
自
覚
と

責
任
を
胸
に
、
社
会
の
一
員
と
し
て
、
よ
り
一

層
自
分
自
身
を
磨
き
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
育

て
て
下
さ
っ
た
両
親
や
地
域
に
恩
返
し
で
き
る

大
人
に
な
り
ま
す
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

二
十
歳
の
記
念
日

　
　
　
　
　

成
人
式

消
防
出
初
め
式

　
　

　　　　　
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
ら
で
守
る

　

新
春
恒
例
の
「
平
成
27
年
消
防
出
初
式
」
が

1
月
4
日
晴
天
の
も
と
、
大
和
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
出
初
式
は
消
防
団
の

士
気
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
1
年
間
の
無

火
災
、
無
災
害
を
祈
念
し
て
毎
年
1
月
4
日
に

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

式
に
は
村
内
の
消
防
団
5
分
団
、
47
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
行
進
か
ら
始
ま
り
通
常
点
検
、

観
閲
式
を
行
っ
た
ほ
か
、
昨
年
大
島
支
部
消
防

操
法
大
会
に
出
場
し
た
第
3
分
団
と
第
5
分
団

が
そ
れ
ぞ
れ
小
型
ポ
ン
プ
操
法
と
ポ
ン
プ
車
操

法
を
披
露
。
締
め
に
は
、
各
分
団
小
型
ポ
ン
プ

に
よ
る
放
水
の
ア
ー
チ
が
空
高
く
架
か
る
と
観

客
か
ら
歓
声
が
湧
き
ま
し
た
。

　

伊
集
院
村
長
は
、「
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
団
員
の
皆
様
の
防
災
活
動
に
敬
意
を

表
し
ま
す
。
今
年
完
成
予
定
で
あ
る
防
災
セ
ン

タ
ー
を
は
じ
め
避
難
所
の
整
備
や
自
主
防
災
組

織
の
強
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
地
域
に
根
ざ

し
た
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
お
け
る
防
災
力
を
高

め
、
火
災
や
災
害
か
ら
村
民
の
生
命
と
財
産
を

守
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

な
お
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■
鹿
児
島
県
消
防
協
会
表
彰
精
績
賞

　

元
島　

敏
昭
（
湯
湾
釜
・
49
歳
）

　

今
井　

隆
（
大
棚
・
44
歳
）

■
鹿
児
島
県
知
事
表
彰
10
年
勤
続
彰

　

池
田　

浩
二
（
津
名
久
・
48
歳
）

　

戸
内　

菊
治
（
戸
円
・
56
歳
）

■
鹿
児
島
県
消
防
協
会
支
部
長
表
彰
15
年
勤
続
彰

　

坂
元　

昇
二
（
戸
円
・
51
歳
）
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本
人
も
家
族
も
住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

第
３
回
大
和
ま
ほ
ろ
ば
福
祉
祭
り

　
12
月
21
日
（
日
）、
大
和
村
と
学
校
法
人
津
曲
学
園
・

鹿
児
島
国
際
大
学
は
地
域
社
会
の
発
展
を
目
的
と
す
る
連

携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

大
和
村
役
場
に
て
同
大
学
津
曲
貞
利
学
長
は
じ
め
、
関

係
機
関
が
出
席
し
連
携
協
定
締
結
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
和
村
が
大
学
と
連
携
協
定
を
結
ぶ
の
は
今
回
初
め
て
。

　

同
大
学
は
、
村
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
支
え
合
い
活

動
に
着
目
し
研
究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
背

景
に
今
回
、
連
携
協
定
の
締
結
と
い
う
喜
ば
し
い
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
福
祉
分
野
に
限
ら
ず
教
育
・
文
化

の
振
興
や
人
材
育
成
な
ど
総
合
的
に
協
力
し
合
い
、
地
域

活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
。
締
結
に
あ
た
り
伊
集
院
村
長

は
「
今
後
の
大
和
村
の
発
展
に
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。
多

く
の
人
材
が
大
和
村
に
訪
れ
、
実
り
あ
る
締
結
と
な
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

大
和
村
・
鹿
児
島
国
際
大
学 

連
携
協
定
式

  

大
和
村
初
！

　

    

～
福
祉

・
文
化
・
教
育
・
人
材
育
成

　
　
　
　
　
　

   

総
合
的
な
協
力
体
制
に
期
待
～

（上）協定式の伊集院村長と津曲学長
（下）交わされた協定書

　

12
月
21
日
（
日
）、
大
和
村
体
育
館
に
て
第
３
回
大

和
ま
ほ
ろ
ば
福
祉
祭
り
（
主
催
大
和
村
・
大
和
村
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
鹿
児
島
県
介
護
福
祉
課

参
事
の
八
田
冷
子
氏
と
鹿
児
島
国
際
大
学
福
祉
社
会
学

部
社
会
福
祉
学
科
教
授
の
田
中
安
平
氏
に
よ
る
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
他
、
村
内
の
２
団
体
か
ら
地
域
支
え
合

い
活
動
の
事
例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
各
集
落
で
取
り
組
ん
で
い
る
地
域

支
え
合
い
グ
ル
ー
プ
の
活
動
紹
介
や
、
村
内
の
農
産
物

や
特
産
品
を
使
っ
た
お
総
菜
や
お
菓
子
の
試
食
、
販
売

ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

地
域
支
え
合
い
の
事
例
報
告
で
は
、
認
知
症
家
族
の

会
・
村
上
恵
子
さ
ん
、
大
和
す
も
も
の
会
・
池
田
孝
子

さ
ん
が
日
ご
ろ
の
活
動
状
況
や
団
体
を
立
ち
上
げ
た
経

緯
に
つ
い
て
画
像
を
交
え
て
詳
細
に
紹
介
。

　

村
上
さ
ん
は
「
活
動
に
参
加
し
介
護
に
関
わ
る
人
と

つ
な
が
っ
た
こ
と
で
、
自
ら
が
抱
え
る
戸
惑
い
や
悩
み

を
分
か
ち
合
い
、
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な

支
え
と
な
っ
た
。支
え
る
側
が
実
は
支
え
ら
れ
て
い
る
。

父
が
住
み
な
れ
た
大
和
村
で
笑
顔
で
過
ご
し
て
も
ら
え

る
こ
と
が
私
た
ち
家
族
の
目
標
で
す
」
と
語
っ
た
。

　

ま
た
、
池
田
さ
ん
は
「
障
が
い
や
悩
み
を
抱
え
て
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
人
達
と
集
ま
り
、
地
域
の

人
と
の
交
流
や
モ
ノ
作
り
の
活
動
を
通
じ
て
日
常
が
変

わ
っ
た
。
人
と
の
触
れ
合
い
が
楽
し
み
に
な
り
自
分
自

身
も
明
る
く
な
っ
た
。
喜
び
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
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大和村大棚在住のアマチュア芸術家、里岡伸夫さ

ん（65 歳）の「癒やしの郷 大和　絵画彫刻展」

が 1 月 10 日～ 12 日の３連休にあまみし AiAi ひろば

（奄美市名瀬末広町）で開催されました。

　里岡さんは 20 年前に名瀬市（現奄美市）美展個展

を鑑賞したのをきっかけに創作意欲が湧き、油絵を独

学で習得。翌年の市美展には油絵「海中遊泳」を初出

展し、みごと奨励賞を受賞されています。以来、油絵

に留まらず様々な芸術作品を手がけています。

　個展は一昨年、大棚公民館での開催以来２回目。今

回は 80 号の油絵の大作から、アクリル画、お寺や高

倉の建築物のミニチュアなど多彩な作品が 300 点以

上展示されました。そのなかでも、去年から製作を始

めこのほど完成したばかりで、今回初お披露目だとい

う昆虫の模型標本 130 種は、ひとつひとつ丁寧に手

彫りされた木製。細い触覚や足は針金などで精巧に組

み立てられ、大きな標本箱に並んだその姿は壮観。来

場者からは「すべて本物かと思った。木製なんて信じ

られない。思わず触って確かめちゃったわ」などと驚

きの声が上がりました。里岡さんは「みなさんに喜ん

でもらいうれしい」と、来場者との会話を楽しんでい

ました。

大和村教育委員会（藤井俊郎教育長）では、１月
７日（水）に冬休み学習教室の一環として「冬

休み自然体験教室　南極の氷の観察」を村体育館で開
催しました。
　講師に奄美大島駐在員事務所の節和弘喜所長と田中
繁治１等陸曹を招き、村内の児童生徒 23 名が参加し
ました。
　はじめに節和所長から南極の氷をどのように日本へ
持ってきたのか紹介。日本で唯一の砕氷船「しらせ」
の存在や南極の昭和基地へ物資の輸送、南極観測の支
援などの活動内容を説明。遠い南極の環境が、夏でも
平均０℃で冬は平均－ 10℃にもなる過酷な環境であ
ることや、面積は日本の約 37 倍と広大な氷の世界だ
と説明を受けました。
　いよいよ南極の氷が子どもたちの目の前に現れる
と、この氷は数万前に降った雪が長い年月をかけて少
しずつ圧縮されて形成したもので、通常の氷より密度
が高く溶けにくい性質をもっていることや、氷ができ

る過程で数万年前の空気も一緒に閉じ込められている
こと。そして、少しずつ溶けてくると、その時に閉じ
込められた空気がはじける音が聞こえると説明。さっ
そく氷のかけらをコップに入れて耳に傾けると、「プ
チップチッ」と氷が音を立て始めました。子どもたち
は「聞こえた！おもしろ～い！」と音を聞いたり匂い
をかいでみたり興奮した様子でした。

南極ってどんなトコロ～？

癒やしの郷・ 大和の風景をあなたにも

氷からプチプチ音が聞こえるよ

アマチュア芸術家　里岡 伸夫さん  個展開催

年末恒例のひらとみ朝市（主催：同実行委員会）

が 12 月 28 日（日）大和港思勝地区緑地広場

で行われました。「地産地消による地域活性化へつな

げよう」と農家グループが企画したことから始まり、

今年で 21 回目の開催。

　地場産の野菜や近海で水揚げされた新鮮な魚介類、

正月飾りの門松やしめ縄など多彩な商品が並び、大勢

の村民で賑わいました。毎年人気を博している福元産

の大根ですが、今年は台風の影響で例年にない不作。

午前７時に販売が始めると希少な大根を求めて販売ブ

ースは大混雑し、即完売となりました。

　同実行委員会による餅つきが始まると、役場の若手

職員や伊集院村長らが、威勢の良い掛け声で蒸し上が

ったばかりのホカホカの餅米をつき、その様子に訪れ

た子ども達も興味津々。小田勇心くん（大和浜・4 歳）

も重い杵に苦戦しながら「よいしょ～、よいしょ～」

の掛け声に合わせて果敢に挑戦しました。

　会場では、まほろばやまと漁業集落が脂ののったマ

ンビキ（シイラ）汁を生活研究グループがつきたての

お餅が入った甘いぜんざいを無料で振る舞い、来場者

は体を温めてほっと一息ついていました。

村議会議員を３期 12 年務めた福原鐵二さん（名

音・88 歳）がこの度、旭日單光章を受賞され

12 月 13 日に村長室で伝達式が行われました。

　福原さんは、昭和 51 年に村議会議員に初当選以来、

本村の基幹産業である農業、漁業などで持ち前の手腕

を発揮し地域の活性化に多大な貢献をされました。ま

た、村議会議員に限らず、農業委員など様々な役職を

歴任。現在でこそ大和村が日本一の生産量を占めるス

モモ（花螺李）ですが、この品種が大和村の温暖な気

候と地形をいかせる栽培品種としていち早く着目。「果

樹の村」づくりの先駆けとして奮闘されました。また、

20 年間という永きにわたり大和村消防団分団長とし

ても活躍。情熱を傾けて消防団員の指揮・監督にあた

り、村の消防力の向上を目指し団員等を指導してこら

れました。

　伝達式では伊集院村長から「長年に渡りご活躍され

た先輩を良きお手本とし、私たちも村の振興に励みま

す。誠におめでとうございます」とお祝いの言葉を贈

り、書状と勲章を伝達しました。福原さんは「自分の

仕事をがむしゃらにしてきた。仕事に打ち込むことが

できたのは、家族の支えがあったからこそ。家族に感

謝したい」と喜びを語りました。

長年の功績に慰労と感謝の証

自分でついたお餅はおいしいな

旭日單光章を受賞

年末年始の準備はひらとみ朝市で
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第
13
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
（
大
和
村
・
大
和
村
教
育
委
員
会
主

催
）
が
１
月
25
日
（
日
）
に
奄
美
フ
ォ
レ
ス
ト
ポ
リ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
こ
こ
数
年
の
中
で
最
も
良
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
村
内
外
か
ら
過
去
最
多
の

698
名
が
参
加
。
見
頃
を
迎
え
た
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
を
眺
め
な
が
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
4
キ
ロ
）、
桜
並
木
散
策
コ
ー
ス

（
6
キ
ロ
）、
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
（
8
キ
ロ
）
の
3
コ
ー
ス
が
あ
り
、
午
前
10
時
に

伊
集
院
村
長
の
合
図
で
管
理
棟
前
を
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
で
疾
走
す
る

方
も
い
れ
ば
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押
し
て
ゆ
っ
く
り
と
歩
く
方
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー

ク
に
挑
戦
す
る
方
な
ど
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
足
を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　

見
ど
こ
ろ
は
数
百
本
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
が
咲
く
水
辺
の
広
場
一
帯
。
足
を
止
め
て

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
で
記
念
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
地
場
産
農
産
物
の
販
売
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
恒
例
の
豚
汁
販
売
も
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
豪
華
な
賞
品
が
当
た

る
お
楽
し
み
抽
選
会
も
開
催
。
当
選
番
号
が
発
表
さ
れ
る
度
に
参
加
者
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

同
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
は
、
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
開
花
に
併
せ
毎
年
1
月
の
最
終
日

曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
満
開
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
と
湯
湾
岳
の
麓
の
清
々
し
い
空

気
の
も
と
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
増
進
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
来
年
も
多
く
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

満
開
の
ヒ
カ
ン
ザ
ク
ラ
の
下
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

第
13
回
ま
ほ
ろ
ば
大
和
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

こ
の
調
査
に
は
一
斉
調
査
（
ル
ー
ト
セ
ン

サ
ス
）
と
定
点
調
査
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

一
斉
調
査
は
早
朝
、
二
人
一
組
で
林
道
を

行
き
に
２
キ
ロ
、
帰
り
に
２
キ
ロ
の
往
復
４

キ
ロ
を
歩
き
、
さ
え
ず
っ
て
い
る
個
体
の
位

置
を
地
図
に
記
入
し
て
い
く
調
査
で
す
。
主

な
調
査
対
象
と
な
る
奄
美
中
央
林
道
（
奄
美

市
名
瀬
～
宇
検
村
）
が
長
い
た
め
多
く
の
調

査
員
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

定
点
調
査
と
は
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
た

地
点
付
近
で
さ
え
ず
っ
て
い
る
個
体
の
位
置

を
地
図
に
記
入
し
て
い
く
調
査
で
す
。
こ
の

調
査
も
参
加
者
が
多
け
れ
ば
よ
り
多
く
の
地

域
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
に
つ
い
て
の
寄
付
の
お

願
い
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
調
査
用
具
の
購

入
費
や
調
査
員
の
保
険
料
や
朝
食
な
ど
の
経

費
に
充
て
る
た
め
で
す
。
こ
の
調
査
の
意
義

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

□
募
集
人
員　

１
２
０
名

　

中
学
生
以
上
（
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

□
調
査
日

　

一
斉
調
査　

３
月
15
日
（
日
）

　

補
足
調
査　

３
月
14
日
（
土
）・
21
日
（
土
）

　

大
和
村
地
域　

３
月
22
日
（
日
）

　

そ
の
他
の
地
域　

３
月
14
日
（
土
）
～

□
調
査
時
間　

午
前
４
時
か
ら
午
前
９
時

□
主
な
調
査
値　

奄
美
中
央
林
道
・
金
作
原

　

林
道
・
里
林
道
・
油
井
岳
・
湯
湾
岳

□
調
査
方
法　

一
斉
調
査
・
補
足
調
査

□
調
査
説
明
会　

調
査
参
加
者
を
対
象
に
し

　

た
記
録
方
法
の
説
明
会
を
３
月
6
日
（
金
）・

　

7
日
（
土
）
午
後
７
時
30
分
～
９
時
に
奄

　

美
博
物
館
で
開
催
。

　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
6
時
～
7
時
30
分

　

に
瀬
戸
内
町
図
書
館
・
郷
土
館
で
開
催
し

　

ま
す
。
ど
ち
ら
か　

都
合
の
い
い
日
に
一

　

度
ご
参
加
下
さ
い
。

□
指
導　

石
田　

健
（
東
京
大
学
大
学
院
農

　

学
生
命
科
学
研
究
准
教
授
）

□
郵
便
振
り
込
み
口
座

　

０
２
０
１
０

－

８

－

４
８
６
０
１

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
奄
美
野
鳥
の
会

□
鹿
児
島
銀
行
大
島
支
店
口
座

　

普
通　

１
３
８
０
１
５
８

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
奄
美
野
鳥
の
会

　

理
事　

鳥
飼
久
裕

□
後
援　

環
境
省
那
覇
自
然
環
境
事
務
所
・

　

鹿
児
島
森
林
管
理
署
・
鹿
児
島
県
大
島
支

　

庁
林
務
水
産
課
・
奄
美
市
・
龍
郷
町
・
大

　

和
村
・
宇
検
村

□
協
力　

奄
美
博
物
館
・
瀬
戸
内
町
郷
土
館
・

　

奄
美
マ
ン
グ
ー
ス
バ
ス
タ
ー
ズ

□
連
絡
先　

特
定
非
営
利
法
人
奄
美
野
鳥
の
会

　

〒894-0007

奄
美
市
名
瀬
和
光
町
12

－

８

　

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
：
５
７

－

７
５
９
３

　

メ
ー
ル
：Iidthi@

po.synapse.ne.jp

　

Ｈ
Ｐ
：http://w

w
w

.synapse.ne.jp/~Iidhi/

参
加
ご
希
望
の
方
は
当
会
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い

早
朝
の
奄
美
の
森
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
さ
え
ず
り
調
査
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
募
集

　

オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
さ
え
ず
り
調
査
に
参
加
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
調
査
員
の
募
集
及
び
調

査
に
必
要
な
資
金
の
ご
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
は
奄
美
大
島
だ
け
に
生
息
し
て
い
る
野
鳥
で
、
絶
滅
危
惧
種
Ⅱ
類
（
環

境
省
）
に
指
定
さ
れ
て
、
い
ま
だ
に
詳
し
い
生
態
は
不
明
で
あ
り
生
息
数
も
非
常
に
少
な

く
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

奄
美
野
鳥
の
会
で
は
、
こ
の
オ
オ
ト
ラ
ツ
グ
ミ
の
繁
殖
個
体
数
の
増
減
を
記
録
し
て
お

く
た
め
に
、
１
９
９
４
年
か
ら
さ
え
ず
り
一
斉
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で
22
回
目
の

調
査
と
な
り
ま
す
。

オオトラツグミ（奄美野鳥の会写真提供）
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「
国
民
年
金
」
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す

べ
て
の
人
が
加
入
す
る
義
務
が
あ
る
、
国
が
運
営

す
る
年
金
制
度
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
的

な
理
由
等
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
し
な
い
で
「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
制
度
」
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
保
険
料
免
除
制
度
→
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
等

で
厚
生
年
金
に
未
加
入
の
方

・
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
→
20
～
30
歳
未
満
で
厚

生
年
金
に
未
加
入
の
方

・
学
生
納
付
特
例
制
度
→
学
生
の
方

　　

保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
障
害
や
死
亡

と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す
る
と
、
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
２
年
１
ヶ
月

前
の
月
分
ま
で
遡
及
し
て
免
除
申
請
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

未
納
期
間
を
有
し
て
い
る
方
や
失
業
等
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
方
等
は
一
度
、
大
和
村

役
場
住
民
税
務
課
ま
た
は
、
奄
美
大
島
年
金
事
務

所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
大
和
村
役
場
住
民
税
務
課
国
民
年
金
係

　

電
話
：
０
９
９
７
│
５
７
│
２
１
２
７

　
　
　
　

内
線
１
４
３

□
奄
美
大
島
年
金
事
務
所

　

住
所
：
奄
美
市
名
瀬
塩
浜
町
３
│
１

　

電
話
：
０
９
９
７
│
５
２
│
４
３
４
１

　

本
村
に
お
い
て
は
、
能
力
が
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
高
等
学
校
及
び
大
学

等
へ
の
進
学
困
難
な
生
徒
に
対
し
て
学
資
を
貸
与

し
て
有
用
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
奨
学
資
金

の
貸
し
付
け
及
び
入
学
準
備
金
の
貸
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
（
奨
学
金
貸
与
制
度
）。

■
奨
学
生
の
資
格

　

本
村
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上
居
住
し
て
い
る

者
の
子
ど
も
等
で
、
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在

学
し
て
い
る
者
で
、
品
行
方
正
、
学
力
優
秀
で
学

資
の
支
弁
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
。

■
貸
付
金
額

　
　

高
等
学
校
奨
学
生　
　
　

月
額
一
万
円

　
　

高
等
専
門
学
校
奨
学
生　

月
額
一
万
五
千
円

　
　

短
期
大
学
奨
学
生　
　
　

月
額
二
万
円

　
　

大
学
奨
学
生　
　
　
　
　

月
額
三
万
円

■
入
学
準
備
金
（
新
設
）

　

・
短
期
大
学
（
専
門
学
校
を
含
む
）・
大
学

　
　

50
万
円
ま
で

※
た
だ
し
，
入
学
前
に
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
た

金
額
の
範
囲
内
と
す
る
。

■
入
学
前
の
資
金
交
付

　

入
学
前
に
入
学
金
又
は
授
業
料
等
の
納
入
が
必

要
で
あ
る
場
合
に
は
，
入
学
月
前
２
か
月
以
内
に

交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
書
類
に
つ
い
て
は
，

規
則
に
定
め
る
書
類
に
加
え
合
格
通
知
書
等
合
格

を
証
す
る
書
類
を
提
出
。
入
学
後
に
在
学
証
明
を

改
め
て
提
出
す
る
こ
と
。

　

※
大
和
村
奨
学
資
金
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と

は
、
大
和
村
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で
、
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

　

県
立
大
島
病
院
で
は
、
左
記
の
と
お
り
看
護
師

等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
看
護
師
・
助
産
師　

若
干
名

【
仕
事
の
内
容
】

　

看
護
助
産
業
務
全
般

【
賃
金
等
】

（
１
）
臨
時
職
員　

日
給

　
　

看
護
師　

七
千
六
百
八
十
円

　
　

助
産
師　

七
千
七
百
三
十
円

（
２
）
臨
時
的
任
用
職
員

　
　

月
額
十
九
万
一
千
三
百
円
～

　
　
（
経
験
等
に
よ
る
）

　

身
分
は
地
方
公
務
員
と
な
り
、
給
与
・
休
暇
等

が
正
規
職
員
と
同
等
の
待
遇
と
な
り
ま
す
。

【
就
業
時
間
】

　

交
代
制
あ
り

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分
・
16
時
30
分
～
１
時
15

分
・
0
時
30
分
～
９
時
15
分

（
１
）
臨
時
職
員

　
　

月
14
日
勤
務
（
昼
間
の
み
の
勤
務
）

（
２
）
臨
時
的
任
用
職
員

　
　

正
規
職
員
と
同
等

【
採
用
方
法
】

　

面
接
（
履
歴
書
持
参
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

県
立
大
島
病
院　

看
護
部

　

電
話
：
０
９
９
７
|
５
２
|
３
６
１
１

　
　
　
（
内
線
２
０
１
２
）

　

大
和
村
で
は
、
村
に
居
住
す
る
在
宅
要
介
護
者

を
介
護
し
て
い
る
方
へ
介
護
手
当
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

■
支
給
対
象
者
の
条
件

①
大
和
村
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
要
介
護
者
を
介

護
し
て
お
り
、
在
宅
要
介
護
者
と
同
居
又
は
生
計

を
一
つ
に
し
て
い
る
方

②
在
宅
要
介
護
者
：
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要

介
護
３
以
上
の
方

③
在
宅
要
介
護
者
が
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活

自
立
度
Ⅱ
ｂ
以
上
、
又
は
、
障
害
高
齢
者
の
日
常

生
活
自
立
度
B
１
以
上
の
方

　

た
だ
し
、
在
宅
要
介
護
者
が
、
３
か
月
以
上
の

入
院
又
は
入
所
（
老
人
保
健
施
設
）
し
て
い
る
場

合
や
月
に
11
日
以
上
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
利
用
し

た
場
合
は
、
こ
の
間
の
介
護
手
当
の
支
給
は
一
時

停
止
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
、
退
院
又
は
退
所
し
て

在
宅
へ
戻
っ
た
場
合
は
、
そ
の
翌
月
か
ら
支
給
を

再
開
い
た
し
ま
す
。

　

条
件
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
保

健
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
大
和
村
役
場
保
健
福
祉
課

電
話
：
０
９
９
７
５
７
│
２
２
１
８

　
　
　

内
線
１
５
２

　
介
護
手
当
の
ご
案
内

看
護
師
・
助
産
師
の
募
集

国
民
年
金
保
険
料
等
免
除
申
請

入
学
準
備
金
を
新
設
し
ま
し
た

　

平
成
26
年
分
の
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
確
定
申
告
期
間
は
、平
成
27
年
２
月
16
日
（
月
）

か
ら
平
成
27
年
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や
税
額

を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
申
告
納
税
制
度
を

採
用
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
告
と
納
税
は
、
期
限

内
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。
確
定
申
告
書
の
提
出

は
、
郵
送
等
で
も
で
き
ま
す
。

　

申
告
期
限
が
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
申
告
相
談

会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（w
w

w.nta.go.jp

又
は 

国
税
庁
）
の
、「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
等
の
作
成
が

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

■
大
島
税
務
署

　

電
話
：
０
９
９
７
|
５
２
|
４
３
２
１

　

※
自
動
音
声
案
内

　

土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た
と
き
の
譲
渡
所
得

に
対
す
る
税
額
は
、
分
離
課
税
と
い
っ
て
給
与
所

得
な
ど
の
他
の
所
得
と
分
離
し
て
計
算
し
ま
す
。

分
離
課
税
の
譲
渡
所
得
は
、
土
地
や
建
物
な
ど
を

売
っ
た
金
額
か
ら
取
得
費
、
譲
渡
費
用
を
差
し
引

い
て
計
算
し
ま
す
。
な
お
、
売
っ
た
土
地
や
建
物

の
所
有
期
間
が
、
売
っ
た
年
の
１
月
１
日
現
在
で

５
年
を
超
え
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
適
用
す
る
税

率
が
異
な
り
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
に
は
、
自
宅
や
事
務
所
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（w

w
w.nta.go.jp

）
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
作
成
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
は
「
国
税
電

子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
|
Ｔ
ａ
ｘ
）」
で

送
信
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

土
地
・
建
物
や
金
を
売
っ
た
と
き
の
税
金
や
申
告

書
の
作
成
・
提
出
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
気
軽
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、
お
金
や
物
を
送

る
こ
と
は
公
職
選
挙
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
有
権
者
が
政
治
家
に
寄
付
や
贈
り
物
を
求
め

る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
①
か
ら
④
ま
で
及
び
⑥
の
項
目
に
よ
っ

て
処
罰
さ
れ
る
と
、
公
民
権
停
止
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

※
公
民
権
停
止
と
は
、
選
挙
へ
の
立
候
補
、
選
挙

で
の
投
票
、
選
挙
運
動
へ
の
参
加
等
が
禁
止
さ
れ

る
こ
と
。

　

寄
付
禁
止
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
明
る
い
選
挙

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

①
政
治
家
の
寄
付
の
禁
止

②
政
治
家
に
対
す
る
寄
付
の
勧
誘
・
要
求
の
禁
止

③
政
治
家
の
関
係
団
体
の
寄
付
の
禁
止

④
後
援
団
体
の
寄
付
の
禁
止

⑤
あ
い
さ
つ
状
（
年
賀
状
暑
中
見
舞
い
）
の
禁
止

⑥
あ
い
さ
つ
を
目
的
と
す
る
有
料
広
告
の
禁
止

　
　

　

全
国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
各
種
の
文
化
活
動

を
全
国
的
規
模
で
発
表
、
競
演
す
る
機
会
を
提
供

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
文
化
活
動
へ
の
参
加

の
気
運
を
高
め
、
新
し
い
芸
術
文
化
の
創
造
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
61
年
度
か
ら
毎
年

各
都
道
府
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て
い
る
国
内

最
大
の
文
化
の
祭
典
で
す
。

　

大
和
村
で
は
，
平
成
27
年
11
月
15
日
（
日
）
に

大
和
村
国
民
文
化
祭
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
予

定
で
す
。

確
定
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に

土
地
や
建
物
を
売
っ
た
と
き

ル
ー
ル
を
守
っ
て
明
る
い
選
挙

第
30
回
国
民
文
化
祭
の
お
知
ら
せ

みんなで徹底しよう

三ない運動

贈らない！受け
取らない！求めない！
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満
１
歳
お
め
で
と
う

こせきの窓

人 口　1,643 人（ △ 3）
男　　　798 人（ ± 0）
女　　　845 人（ △ 4）
世 帯　 879 戸（ ± 0）

1 月１日現在
（前年同月比）

ご
誕
生
お
め
で
と
う

関
口
　
稀き

の
あ乃
さ
ん
（
関
口
俊
輔
・
湯
湾
釜
）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

盛
　
富
雄
　
様
（
75
歳
・
大
和
浜
）

松
井
　
富
良
　
様
（
91
歳
・
戸
円
）

森
岡
　
葉
枝
子
　
様
（
62
歳
・
国
直
）

岩
元
　
オ
キ
ク
　
様
（
96
歳
・
戸
円
）

濱
川
　
昇
　
様
（
81
歳
・
大
金
久
）

久
野
　
養
民
　
様
（
86
歳
・
大
棚
）

森
　
稻
通
　
様
（
75
歳
・
湯
湾
釜
）

香
典
返
し
（
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

盛
　
房
子
　
様
（
故
盛
富
雄
様
）

松
井
　
富
彦
　
様
（
故
松
井
富
良
様
）

濱
川
　
利
子
　
様
（
故
濱
川
昇
様
）

ふ
る
さ
と
納
税
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩
淵
　
輝
美
　
様
（
東
京
都
）

宮
﨑
　
裕
子
　
様
（
福
岡
市
）

吉
原
　
安
久
　
様
（
沖
縄
県
）

広
報
誌
謝
礼
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

里
見
　
弘
壽
　
様
（
奄
美
市
）

蘇
畑
　
輝
代
　
様
（
埼
玉
県
）

晨
原
　
弘
久
　
様
（
龍
郷
町
）

島島
のの

踊
り
を
披
露
し
た
後
は
、
笑
顔
で
チ
ー

ズ
。
将
来
は
ア
イ
ド
ル
か
な
？
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伊
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咲
希
さ
ん

　

保
護
者
：
伊
村
勇
治
・
真
里
奈
さ
ん
（
大
金
久
）

←バーコード読み取り機能付き携帯電
話をご利用の方はここから大和村ホー
ムページ携帯サイトへ簡単にアクセス
できます。それ以外の方は直接 URL を
入力してアクセスしてください。
（http://www.vill.yamato.lg.jp/i/）
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